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2136

議長会議長会HPHP

NPO法人鶴ヶ島第二小学校区地域支え
合い協議会での現地調査の模様

自
治
会
・
町
内
会
の

縮
小
、
解
散
問
題
に
関

す
る
特
別
委
員
会
（
委

員
長
＝
斎
藤
武
弘
山
形

市
議
会
議
長
）
の
正
副

委
員
長
は
10
月
14
日
、

鶴
ヶ
島
市
、
青
梅
市
で

現
地
調
査
を
行
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
市
担
当
者

の
ほ
か
、
鶴
ヶ
島
市
で

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鶴
ヶ
島

第
二
小
学
校
区
地
域
支
え
合

い
協
議
会
、
青
梅
市
で
は
青

梅
市
自
治
会
連
合
会
か
ら
自

治
会
・
町
内
会
に
関
す
る
独

自
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換

し
た
。

詳
報
は
次
号
に
掲
載
。

お
知
ら
せ

旬
報
11
月
５
日
付
第

２
１
３
７
号
は
、
11
月

15
日
付
２
１
３
７
・
８

号
の
合
併
号
と
し
て
発

行
し
ま
す
。

野尻会長野尻会長

総 務 大 臣 と 六 団 体 意 見 交 換総 務 大 臣 と 六 団 体 意 見 交 換

「
地
方
六
団
体
と
総
務
大

臣
と
の
意
見
交
換
会
」
が
10

月
13
日
、
W
ｅ
ｂ
会
議
で
開

か
れ
、
本
会
の
野
尻
哲
雄
会

長（
大
分
市
議
会
議
長
）は
じ

め
地
方
六
団
体
代
表
は
、
地

方
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、
地
方
側
の
意
見
を
反

映
し
た
取
り
組
み
を
要
請
し

た
。冒

頭
、
武
田
良
太
総
務
相

が
「
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

実
現
に
は
住
民
に
身
近
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
地
方
公

共
団
体
の
協
力
が
何
よ
り
も

重
要
」
と
あ
い
さ
つ
。

野
尻
会
長
は
、
個
人
情
報

流
出
や
監
視
社
会
化

へ
の
不
安
解
消
の
た

め
、国
民
の
理
解
を
得

る
努
力
が
必
要
と
指

摘
、自
治
体
の
シ
ス
テ

ム
標
準
化
に
際
し
て

「
政
府
が
主
導
す
る
標

準
化
仕
様
書
の
作
成

な
ど
に
地
方
自
治
体

の
意
向
を
適
切
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
お
願

い
す
る
」な
ど
と
述
べ

た
。（
要
旨
は
右
下
掲
）。

Web会議に出席する野尻会長（大分市）

 － 会長発言要旨 －
▽ マイナンバーカード
　政府がマイナンバーのメリットを広報・宣伝
する一方、地域住民から個人情報の流出や監視
社会化などへの心配の声が根強い。住民の不安
解消のため、情報連携システムについて政府自
身による分かりやすい説明と国民の理解を深
めてもらう努力が必要と感じる。

▽ デジタル庁
　マイナンバー関連業務など市町村が現在行っ
ている事務を検討の対象とする場合は、地方自
治体の意見を十分配慮いただきたい。

▽ 情報システムの標準化
　自治体の基幹的業務のシステム標準化を進
める際には、政府が主導する標準仕様書の作成
などに地方自治体の意向を適切に反映される
ようお願いする。また、開発された標準システ
ムの無料配布や新システムに迅速、統一的に移
行可能な環境の整備を求める。加えて、2025年
までの標準化のために、自治体への支援措置を
目に見える形で確実に講じていただきたい。

▽ 個人情報保護条例の標準化・法制化
　個人情報保護については、国の法律より自治
体の条例が先行した経緯もある。自治体が納得
できる形で丁寧な進め方をしてほしい。

「自治体の意見反映を」

２
市
現
地
調
査

自
治
会
・
町
内
会
特
別
委

（

）

鶴
ヶ
島
市

青
梅
市

地方行政のデジタル化地方行政のデジタル化
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菅
政
権
が
発
足
し
て
初
め

て
の
「
国
と
地
方
の
協
議
の

場
」
が
１０
月
１３
日
、
テ
レ
ビ

会
議
で
開
か
れ
た
。
地
方
創

生
・
地
方
分
権
改
革
の
推
進

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
、
本
会
の
野
尻
哲
雄

会
長
（
大
分
市
議
会
議
長
）

は
来
年
度
予
算
編
成
に
関
し
、

固
定
資
産
税
堅
持
を
含
む
一

般
財
源
総
額
の
確
保
な
ど
を

強
く
要
望
し
た
。

会
議
冒
頭
、
菅
義
偉
首
相

は
「
活
力
あ
る
地
方
を
創
る

こ
と
が
菅
内
閣
の
最
も
重
要

な
政
策
の
一
つ
だ
」
と
表
明
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
の
問

題
に
触
れ
な
が
ら
、
地
方
に

関
わ
る
重
要
課
題
に
つ
い
て

「
国
と
地
方
が
心
を
一
つ
に

し
て
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
事
」

と
述
べ
た
。

続
い
て
地
方
六

団
体
代
表
が
意
見

表
明
に
立
ち
、
飯
泉

嘉
門
全
国
知
事
会

会
長
（
徳
島
県
知

事
）
を
先
頭
に
そ
れ

ぞ
れ
が
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保

や
防
災
・
減
災
対
策

の
充
実
な
ど
を
要

望
し
た
。

野
尻
会
長
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て

「
拡
大
・
長
期
化
に
よ
り
地

域
経
済
が
大
変
な
疲
弊
・
沈

滞
に
陥
っ
て
い
る
」
と
強
い

危
機
感
を
示
し
、
今
年
度
に

つ
い
て
弾
力
的
な
減
収
補
て

ん
債
発
行
、
来
年
度
に
つ
い

て
固
定
資
産
税
堅
持
を
含
む

地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
総
額
確
保
を
強
く

求
め
た
。

菅
政
権
初
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

菅
政
権
初
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

一
般
財
源
総
額
確
保
を
要
望

一
般
財
源
総
額
確
保
を
要
望

ま
た
、
新
過
疎
法
の
制
定

要
望
で
は
「
一
部
地
域
」
制

度
の
存
続
、
現
行
地
域
の
適

用
継
続
を
基
本
と
す
る
よ
う

要
望
。
防
災
関
係
で
は
「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の

た
め
の
３
か
年
緊
急
計
画
」

の
事
業
拡
大
や
５
か
年
延
長
、

さ
ら
に
被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
の
支
給
上
限
額
の
引

き
上
げ
な
ど
を
要
請
し
た
。

協
議
は
こ
の
後
、
意
見
交

換
に
移
り
、
野
尻
会
長
は
①

自
治
会
・
町
内
会
の
縮
小
・

解
散
問
題
②
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
―
の
２
点
に
言
及
し
た
。

こ
の
う
ち
自
治

会
・
町
内
会
問
題
で

は
今
年
６
月
に
出
さ

れ
た
第
32
次
地
方
制

度
調
査
会
の
答
申
で

「
公
共
私
の
連
携
」

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
構
築
が
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

「
疲
弊
が
進
む
自
治

会
・
町
内
会
の
再
生
」

に
向
け
た
国
の
取
り

組
み
を
要
請
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

で
は
関
連
特
別
措
置
法
と
感

染
症
法
の
関
係
を
整
理
し
て

都
道
府
県
と
指
定
都
市
・
中

核
市
・
保
健
所
設
置
市
の
権

限
・
役
割
を
明
確
化
す
る
よ

う
要
望
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

市
が
、
地
域
実
情
に
即
し
た

対
応
が
で
き
る
よ
う
要
請
す

る
場
合
、
特
措
法
に
基
づ
く

都
道
府
県
の
権
限
が
財
源
と

併
せ
て
移
譲
を
受
け
ら
れ
る

制
度
と
す
る
こ
と
も
求
め
た
。

野
尻
会
長
の
発
言
に
対

し
、
武
田
良
太
総
務
相
は
自

治
会
・
町
内
会
の
縮
小
・
解

散
問
題
に
つ
い
て
「
課
題
を

含
め
、
し
っ
か
り
注
視
し
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
対

応
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

浜崎病院協会長
（天草市）

正
副
会
長

正
副
会
長
··
監
事
監
事
··
相
談
役
会
議

相
談
役
会
議

病院協
経
営
に
関
す
る
要
望
決
定

経
営
に
関
す
る
要
望
決
定

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
＝
浜

崎
昭
臣
天
草
市
議
会
議
長
）

は
10
月
８
日
、
書
面
会
議
で

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

会
議
を
開
催
し
、「
自
治
体
病

院
経
営
に
関
す
る
要
望
」を
原

案
の
通
り
決
定
し
た
。

要
望
書
は
、
①
財
政
措
置

②
医
師
確
保
対
策
等
③
医
師

等
の
働
き
方
改
革
④
新
専
門

医
制
度
⑤
救
急
医
療
体
制
⑥

地
域
医
療
構
想
⑦
被
災
地
支

援
と
自
然
災
害
時
等
の
医
療

確
保
⑧
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
―
の
８
項
目

を
柱
と
し
て
い
る
。
全
加
盟

団
体
へ
要
望
書
を
送
付
し
、

地
元
選
出
国
会
議
員
ら
に
対

す
る
要
望
活
動
を
依
頼
。
こ

の
ほ
か
今
後
の
会
議
、
活
動

日
程
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

（
要
望
書
は
本
会
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
）。

リモート出席する野尻会長（大分市）

国と地方の協議の場の模様【内閣府提供】
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
＝
藤
本
泰
也

岩
国
市
議
会
議
長
）
は
10
月

14
日
、東
京・ホ
テ
ル
ル
ポ
ー

ル
麹
町
で
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
会
議
を
開
催
、

政
府
の
令
和
3
年
度
概
算
要

求
を
受
け
た
要
望
書
案
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

政
府
は
9
月
末
に
令
和
3

年
度
予
算
の
概
算
要
求
を
取

り
ま
と
め
た
が
、
基
地
対
策

予
算
に
つ
い
て
は
、
▽
総
務

省
所
管
の
基
地
交
付
金
・
調

整
交
付
金
は
前
年
度
と
同
額

の
３
６
５
億
４
０
０
０
万
円

▽
防
衛
省
所
管
の
基
地
周
辺

対
策
経
費
は
歳
出
ベ
ー
ス
で

対
前
年
度
12
億
３
４
０
０
万

円
増
の
１
１
６
５
億
５
５
０

０
万
円
―
を
要
求

し
て
い
る
。

藤
本
会
長
は
冒

頭
あ
い
さ
つ
で

「
基
地
対
策
関
係

予
算
の
概
算
要
求

額
確
保
や
施
策
充

実
の
実
現
の
た

め
、
本
協
議
会
が

一
致
団
結
し
て
強

力
な
運
動
を
展
開

し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
強
調
し

た
。

あいさつする藤本基地協会長（岩国市）

新
庁
舎
落
成備前市役所新庁舎

（写真提供＝備前市）
議場
（同左）

▽
備
前
市
（
岡
山
県
）

〒
７
０
５
―
８
６
０
２

備
前
市
東
片
上
１
２
６

郵
便
番
号
、
所
在
地
、
電
話

番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更

な
し議

会
フ
ロ
ア
は
６
階
。
議

場
や
委
員
会
室
を
飾
る
市

の
シ
ン
ボ
ル—

備
前
焼
の
レ

リ
ー
フ
が
、
耐
火
れ
ん
が
を

活
か
し
た
外
観
と
調
和
を
織

り
な
し
て
い
る
。

協
議
で
は
、
基
地
対
策
関

係
施
策
の
充
実
強
化
に
関
す

る
要
望
（
案
）
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
決
定
。
11
月

10
日
開
催
予
定
の
第
98
回
理

会議の模様

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
の
会
長
、
相
談
役
は

岸防衛大臣（前列左）に要望書を手交する
藤本基地協議会会長（岩国市）

10
月
13
日
、
岸
信
夫
防
衛
大

臣
へ
表
敬
訪
問
し
、
７
月
に

決
定
し
た
要
望
書
を
手
交
し

た
。【参

加
者
】

藤
本
泰
也
会
長
（
岩
国

市
）、
佐
々
木
雅
宏
相
談
役

（
千
歳
市
）、
小
比
類
巻
雅

彦
相
談
役
（
三
沢
市
）、
高

野
哲
郎
相
談
役
（
小
松
市
）、

清
水
義
朋
相
談
役
（
福
生

市
）、石
川
将
誠
相
談
役
（
相

模
原
市
）、
板
橋
衛
相
談
役

（
横
須
賀
市
）、
井
上
貢
相
談

役
（
大
和
市
）、
上
羽
和
幸

相
談
役
（
舞
鶴
市
）、
森
本

茂
樹
相
談
役
（
呉
市
）、
崎

山
信
幸
相
談
役
（
佐
世
保

市
）

岸防衛大臣へ表敬訪問岸防衛大臣へ表敬訪問
基 地 協 会 長・相 談 役

事
会
に
提
案
す
る
こ
と
を
了

承
し
た
。

会
議
で
は
そ
の
ほ
か
、
令

和
元
年
度
会
計
決
算
、
同
協

議
会
負
担
金
算
出
基
準
、
第

98
回
理
事
会
の
運
営
及
び
基

地
関
係
国
会
議
員
と
の
情
報

連
絡
会
、
規
約
の
一
部
改
正

（
案
）
―
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

 

予
算
確
保
・
施
策
充
実
に
向
け 

「

一
致
団
結
し
て
運
動
を
」

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
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【
市
の
概
要
】

▽
人
口
46
万
７
１
０
１
人

（
令
和
２
年
９
月
末
）

▽
面
積　
５
１
８
・
１４
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
徳
川
家
康

の
従
兄
弟
で
あ
る
水
野
勝
成

が
元
和
5
年
（
１
６
１
９

年
）
に
入
封
、
同
８
年
に
福

山
城
を
築
い
た
。
そ
の
後
、

芦
田
川
流
域
の
干
拓
や
治
水

工
事
に
よ
り
城
下
町
と
し
て

の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
明

治
２２
年
の
市
町
村
制
に
よ
り

福
山
町
と
な
り
、
大
正
５
年

7
月
に
市
制
施
行
。
昭
和
の

高
度
成
長
期
に
臨
海
工
業
地

帯
と
し
て
発
展
、
平
成
１０
年

４
月
、
中
核
市
に
移
行
し
た
。

同
27
年
２
月
連
携
中
枢
都
市

宣
言
。
同
年
３
月
備
後
圏
域

連
携
中
枢
都
市
圏
誕
生
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
福
山
城
趾
の

あ
る
城
山
は
も
と
は
蝙こ
う
蝠も
り
山

と
称
さ
れ
て
お
り
、
蝙
蝠
と

山
を
か
た
ど
っ
て
市
章
と
し

た
。
市
の
花
は
、
ば
ら
と
キ

ク
。
市
の
木
は
せ
ん
だ
ん
、

モ
ク
セ
イ
、
ク
ス
ノ
キ
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　
３８
人
（
現
在

男
性
33
人
、
女
性
5
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
２
年
４

月
５
日　
立
候
補
４６
人
、
投

票
率
38
・
34
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
財

源
に
充
て
る
た
め
、
議
員
の

今
夏
期
末
手
当
を
２０
％
減
額

し
、
９
６
７
万
円
を
確
保
し

た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
か

ら
導
入
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
の
試
行
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

小
川
議
長
の
話

小
川
議
長
の
話

本
市
は
、
市
民
と
協
働
で

ば
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
平
成
２８
年
に

「
１
０
０
万
本
の
ば
ら
の
ま
ち
」

を
実
現
し
、
令
和
７
年
に
は

世
界
バ
ラ
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
福
山
城
は
令

和
４
年
に
築
城
４
０
０
年
を

迎
え
、
現
在
、
様
々
な
記
念

事
業
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

瀬
戸
内
の
景
勝
地
、
鞆
の
浦

は
日
本
遺
産
や
ユ
ネ
ス
コ
世

界
の
記
憶
遺
産
な
ど
の
評
価

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
市
民
と
の
協
働
を
基
本

に
、
歴
史
・
文
化
資
源
の
磨

き
上
げ
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
活
用
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進

な
ど
、
新
た
な
都
市
活
力
の

創
造
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
御
来
訪
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

小川眞和議長

市　章

福

山

市

福

山

市

部
会
長
市
紹
介

部
会
長
市
紹
介

連載⑨

福山城（写真 =福山市提供）

本
市
は
、
市
民
と
協
働
で

ば
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
平
成
２８
年
に

「
１
０
０
万
本
の
ば
ら
の
ま
ち
」

を
実
現
し
、
令
和
７
年
に
は

世
界
バ
ラ
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
福
山
城
は
令

和
４
年
に
築
城
４
０
０
年
を

迎
え
、
現
在
、
様
々
な
記
念

事
業
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

瀬
戸
内
の
景
勝
地
、
鞆
の
浦

は
日
本
遺
産
や
ユ
ネ
ス
コ
世

界
の
記
憶
遺
産
な
ど
の
評
価

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
市
民
と
の
協
働
を
基
本

に
、
歴
史
・
文
化
資
源
の
磨

き
上
げ
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
活
用
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進

な
ど
、
新
た
な
都
市
活
力
の

創
造
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
御
来
訪
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

小川眞和議長

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍
「「
命
の
道

命
の
道
」」

整
備
促
進
求
め
要
望
書

整
備
促
進
求
め
要
望
書

高速協全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
神
野
義

孝
御
殿
場
市
議
会
議
長
会
）

は
10
月
13
日
、
国
へ
の
要
望

書
を
決
定
、
正
副
会
長
ら
が

自
民
党
の
関
係
国
会
議
員
に

要
望
活
動
し
た
。
現
下
の
新

型
コ
ロ
ナ
禍
、
高
速
道
に
つ

い
て
「
医
療
・
生
活
物
資
を

届
け
る
『
命
の
道
』
と
し
て

の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
」

と
強
調
し
、
整
備
促
進
を
訴

え
た
。

協
議
会
は
こ
の
日
、
理
事

会
を
書
面
会
議
で
開
催
し
、

要
望
書
を
決
定
。
高
速
道
に

つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

の
役
割
の
重
大
さ
を
訴
え
る

と
と
も
に
、「
整
備
の
大
幅

に
遅
れ
て
い
る
区
間
が
多
く

神野高速協会長
（御殿場市）

残
さ
れ
、
整
備
が
進
ん
で
い

る
区
間
も
既
存
施
設
の
老
朽

化
対
策
な
ど
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
」
と
課
題
を
指
摘
し

た
。
そ
の
上
で
①
建
設
促
進

②
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
更
な
る
機
能
向
上
と
最
適

利
用
の
推
進
③
安
全
対
策
の

推
進
④
料
金
制
度
―
の
４
項

目
が
柱
の
施
策
実
現
を
求
め

た
（
要
望
書
は
本
会
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
）。

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談

役
会
議
で
は
冒
頭
、
神
野
会

長
が
「
今
な
お
残
る
未
開
通

区
間
や
暫
定
二
車
線
区
間
、

防
災
対
策
や
老
朽
化
対
策
な

ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

も
積
極
的
な
要
望
活
動
の
必

要
が
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
後
、
今
後
の
要
望
活
動

や
会
議
予
定
な
ど
を
決
め
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
金
田
琮

仁
監
事
（
京
丹
後
市
議
会
議

長
）
か
ら
の
令
和
元
年
度
決

算
の
監
査
報
告
を
了
承
、
手

塚
寛
之
国
土
交
通
省
調
整
官

に
よ
る
「
高
速
道
路
を
取
り

巻
く
最
近
の
情
勢
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
解
説
も
聞
い
た
。

【
要
望
先
】
▽
門
博
文
自

民
党
国
土
交
通
部
会
長
代
理

▽
石
井
正
弘
同
党
国
交
部
会

長
代
理
▽
西
田
昭
二
同
党
国

交
副
部
会
長
▽
菅
家
一
郎
同

党
国
交
部
会
長
代
理

監査報告する金田監事
（京丹後市）

門博文自民党国土交通部会長代理（左から６人目）


